
平成23年度自殺対策強化月間について

22年度：国民一人ひとりに「気づき」の視点を持ってもらうことをテーマに実施

23年度テーマ

全員参加

せっかくの「気づき」を活かすために、これをさらに発展させ・・・

国民一人ひとりがそれぞれの立場で、声掛けなどできることから
進んで行動を起こしていくことを呼びかける。
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○自殺対策のコアとなっている人材への協力要請
医師や看護師、保健師など、自殺対策のコアとなる人材に対しては、職能団体や地
方公共団体等を通じて引き続き月間中の取組を一層強力に実施してもらうよう依頼。

○幅広い分野の関係団体を巻き込む
自殺対策を直接牽引するものではないが、日常生活で国民と多く触れる機会のあ
る職能団体等に対し、月間中の啓発活動への積極的な参加を依頼する。

○一般国民に対し直接働き掛ける
「気づき」をさらに声掛けなどの行動につなげるよう啓発し、自分なりにできることから
主体的に実行することを意識してもらう。

全員参加を
実現
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悩みを抱えた人

薬剤師

民生委員

臨床心理士

看護師医師

保健師

弁護士

司法書士

学校の先生

窓口職員 美容師・理容師

職場の同僚

友人・知人

その他様々な職種

コンビニ店員

あなたも
GKB47宣言！

内閣府自殺対策推進室 （資料５）



※ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人のことです。
ＧＫＢ４７のＧＫＢはgatekeeper basicの頭文字をつなげたものであり、専門性の有無にかかわらず、国民１人ひとりがそれぞれの立場でできること
から進んで行動を起こしていくこと、４７は４７都道府県を始め、国民すべてへの取組の広がりを示しています。

・若い世代をターゲットとし首都圏を中心に発行されてい
る月間フリーペーパーでの広報を実施

・主要路線車内広告、集中貼り
・車内映像メディア

・バナー広告（Yahoo!JAPAN）
・自殺対策特設サイト
・サーチワードバナー
・Facebook等との連動
・スマートフォン・モバイルでの広報
・著名人によるメッセージリレー

・関係団体（日本医師会、
日本薬剤師会等）に配布
・地方公共団体等に配布

・ラジオスポット
・ラジオ番組での特集

メディアミックスで広報啓発を
行うことにより、戦略的に広
報を実施する

様々な媒体を活用することで、

GATEKEEPER BASIC

ジーケービーフォーティセブン

・全国一斉「こころの健康相談統一ダイヤル」
・全国にて３月１日～７日に実施（0570‐064‐556）

・２月13日に都内にて実施
・朝日新聞・読売新聞両紙に内容掲載

・３月１日に紙面掲載

・「全員参加」をテーマとしたスポットの作成を検討中

・全チームスタジアム大型ビジョン等での広報を実施


